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目的

適合度
．あ
い衣服を設計 する,こI3-.ゆｒ リ量 とダーツの位置, および配聚 曼が適切 でoi

けえばr^らiiに ．ヽ奪回は グヽ -ﾂ の位置および凛已分量 き形態的因子き基準に核 計すーことと
目的としrこ，

方去

ス.ラ4 ディV グゲージを用い-^胸囲位 ，胴圓位. 腹葡a. 腰囲位 におけもー横断形態左採

集しｱ; ，さらに横失示教 の増 知 こ伴って変化 する形態とﾆ.ダヽ --ﾂ(n位置との殲漣.を検討しre.
結呆

上半身・前面において,好L頚向&  ,後面においT  (5肩 甲骨向 右. % 右側面においてi羽鬼

ｲ梢 眸 状径と基準の面とレ１設定L  rこ．そ．転換裏位置･こr －ツと設定す＆こごボ妥当『

あ＆．

C －86 自転車走行中,こあヽ ･ﾅる下肢ili>iと被服 との関連にっいて

県iL れﾗ尺廿短大　　徳永幾久　O  山水きぬ　肩山知 子

目的　 米沢市･直自転車 の利 用度 ヵv`高く。 バ` 4 コロi" 一運動 のモ･デ` ルま也K て･･あ 弓,。 ぞり 地

域 碓 左生*ヽして本研 宛左とりあ･れ　先･こ本学学 生 き対 象に, 芒の利 用iこっいての アンケ ー

ト 調査 と,    t れb  左基 にしr  自転車 走行中の 実験 粕 栗の 報告走え卸斡 会 て･･行な-> た。今 回

lよ，ft. 行中のT 肢 運動 の観 察， ねら ひに芒の 下衣櫨 阻 の関連 と適応性 に つい ての研 究 左行

なっ たのv' そり 顛 栗 左報告 すら。

方法　1) 自転 率乗単 中に あヽ ける下肢運動 の観 察。慢用 し た自転 単･ま， 因島 した状 態7'･ヽ

路£ 走行吟 ヒ同 一条埓 に寸る ため の溥 療 アレーペ，あヽ よ ひ スピ-  ドメ ータ ー4  ft ISした普

通婦人庫r あ る。被験先， 下賎凛 示I* 前 回,こ同じ。計a･μ8  や 映 写によつ,  ぺs  >レ回転 位

置,こあヽ ･tる 下取相反 距離 の測 島。荷重 条件 のこヒti  る場合 の観察。2) スカート丈 のこと

なる三試 着た の着 用 により,   乗車 した場合 の入力－ト 丈と鴻包 回 寸法との関係･!)観 察。

粕果　j) ぺ り レ13 転仕置 のふ 点･こあヽ け る下肢 の相 亙距離 は， 左足.0 時の 角Mr 最ヽ 大,

∂ 時 の角度 で･最ﾉl、て･･あ 心。 荷重の 角弱実,験 乙･･は，荷 重≪-弱 の場合 ，ヽ腰 の動 きはﾉlヽ さく 下肢

･よ卑 体･こ平 行,こ動 く。 しヵヽ し荷 重AV"旅の場合，豚 の動 き≪■大 きく その及 動ダ冷 まV  ElO.･,

下賎 は内股の形態･こなり不専 吏 てヽヽある。2) 奄 単時･こあヽ け るスカ ート 丈と裾 包囲寸汰 の関

係：試着友 膝関節 仕置 丈の場 合，裾 の偉 置iよ大腿 囲ヒ肺関 節囲 との間 にi 昇t ，圧 迫聴iよ

少な い。 膝上I),・｡X  の場合 ，肩 は その遅動 によ り最大ド

肢 運動**"拘 東さ れﾉi 迫遡･よ大きい。肺 腹位 置丈 の場合 ，裾 ぼ膝 関節位 置 まで'･上,るのr 膝り

蓮動 お拘 束,され， 足酋に 負担t ＼-ヵ･ヵヽ る状 態 が‘みうれ た。


